
　
　
　「
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業
」を
拡

「
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業
」を
拡
充充

　
　
障
害
障
害
者者
のの
試
行
雇

試
行
雇
用用
に
も
に
も

事
業

　
　
　
　
　
　
　
事
業
主主
へへ
奨
励
金

奨
励
金

市報 ■発行:千葉県野田市役所（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１代表）
 ホームページ＝http://www.city.noda.chiba.jp
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市
で
は
、
障
害
者
の
就
労
を
積
極
的

に
支
援
し
よ
う
と
、
障
害
者
を
正
規
雇

用
す
る
事
業
主
に
、
最
高
　
万
円
の
奨

18

励
金
を
支
給
す
る「
雇
用
促
進
奨
励
金
事

業
」や
、障
害
者
を
職
場
実
習
と
し
て
５

日
以
上
受
け
入
れ
た
事
業
所
に
２
万
円

の
奨
励
金
を
支
給
す
る「
障
害
者
職
場
実

習
奨
励
金
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
４
月
か
ら
は
、「
野
田
市
障

害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、市
独
自
の
雇
用
情
報
の
提
供

や
就
労
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
障
害
者
が
就
労
す
る
に
あ

た
り
、
事
業
主
と
雇
用
条
件
が
合
わ
な

い
場
合
が
あ
る
こ
と
や
、
職
場
へ
の
適

性
や
能
力
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
職
場
実
習
と
は
別
に
、
短
期

間
の
試
行
雇
用
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、本
年
４
月
か
ら
は
、　
歳
以

34

下
の
若
者
の
早
期
就
職
と
雇
用
機
会
の

創
出
を
目
指
し
、　
年
４
月
か
ら
実
施

18

し
て
い
る「
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事

業
」の
対
象
に
障
害
者（
年
齢
制
限
な
し
）

を
加
え
て
、
障
害
者
の
さ
ら
な
る
雇
用

の
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
は
、
３
か
月
間
の

試
行
雇
用
を
行
っ
た
事
業
主
に
５
万
円

の
奨
励
金
を
支
給
す
る
も
の
で
、
試
行

雇
用
を
通
じ
て
、
求
職
者
と
事
業
主
が

職
場
へ
の
適
性
や
可
能
性
を
見
極
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
事
業
主
が

求
人
の
門
戸
を
広
げ
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
５
日
間
の
職
場
実
習
事
業
と

組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
事

業
主
は
最
高
７
万
円
の
奨
励
金
を
、
さ

ら
に
そ
の
後
、
正
規
雇
用
し
た
場
合
、

「
雇
用
促
進
奨
励
金
」
に
よ
り
最
高
　18

万
円
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
商
工
課
、
障
害
者
総
合
相

談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
３

 
１
６
９
１

－

4 　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理
念に則り、地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、
平和を尊ぶ野田らしいまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行５０周年の節目の年にあたり、
わたしたちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲
章の精神、平和祈念碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然
と歴史を生かした健康な文化都市を目指すために、ここに野
田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市」
とすることを宣言する。 （平成９年５月５日）

個性豊かなまちづくりを行う
人権・平和尊重都市宣言

’０8
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市
で
は
、「
障
害
者
職
場
実
習
奨
励
金
事
業
」の
実
施
や「
障
害

者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
な
ど
積
極
的
に

障
害
者
の
就
労
を
支
援
し
て
い
ま
す
。本
年
４
月
か
ら
は
、若

者
の
就
労
促
進
の
た
め
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業
に
障
害
者

も
加
え
、さ
ら
な
る
障
害
者
の
就
労
支
援
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

４月１日から委　託
業者の 不祥事に対し
　  　　深くお詫びいたします
水道検針業務データの目的外使用
～調査委員会で原因究明・防止策確立～

　水道部が平成１８年１２月３１日まで委託した検針業務の
個人情報を利用して、受託者の（株）野田水道センターの
関連会社浅野さく泉管工（株）が、１９年１２月６日から２０年
３月１日にかけて、３万１,０２２通のダイレクトメールを
発送するという事件が発生しました。
　水道部では、検針業務の受託者から、契約終了後に
業務に関係する個人情報データなどをすべて返還させ
ました。
　しかし、受託者は、個人情報の入ったデータを基に、
名簿を作成・保存し、ダイレクトメールに使用したと
いうものです。
　水道部が貸与した個人情報のうち、今回流用された
項目は、住所と氏名のみでした。
　水道部が個人情報の取り扱いの指導を徹底していた
にもかかわらず、委託業者が検針データを目的外に使
用したことは、誠に申し訳なく、心からお詫び申し上
げます。
　今後は、情報流出の原因・経路やほかの個人情報流
出の有無、市民の被害の有無などの経過と結果を市報
や市ホームページなどで報告します。
　また、委託業者への制裁措置と再発防止の検討は、
新たに調査委員会を設置し、委員会の意見を「個人情
報保護審議会」へ諮問する予定です。
　今回の不祥事について、市民の皆さまに多大なるご
迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

野田市長　　　　　　　根本　崇
野田市水道事業管理者　所　卓秀

障害者障害者ののさらなさらなるる雇用拡大に（写真は市内病院雇用拡大に（写真は市内病院））
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  原
油
価
格
高
騰
緊
急
対
策

　
中
小
企
業
の
借
入
資
金
に

　
　
　
      市
独
自
の
利
子
補
給

が
　
年
３
月
ま
で
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

21
ネ
ッ
ト
貸
付
制
度
を
活
用
し
て
県
の

融
資
や
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
を

利
用
す
る
場
合
に
、事
業
者
の
負
担
利

率
が
年
０
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
よ

う
補
給
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
県
の
制
度
融
資
の
申
し
込

み
は
金
融
機
関
で
、
ま
た
、
国
民
生

活
金
融
公
庫
の
融
資
の
申
し
込
み
は

商
工
会
議
所
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
商
工
課

　
昨
今
の
原
油
価
格
の
急
激
な
高
騰
 

で
、中
小
企
業
が
受
け
て
い
る
深
刻
な

影
響
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
緊
急
対
策
と

し
て
平
成
　
年
４
月
か
ら
、
売
り
上

20

げ
の
減
少
な
ど
で
資
金
繰
り
が
厳
し

い
状
態
の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
国

の「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
貸
付
制

度
」を
活
用
し
て
融
資
を
受
け
た
市
内

の
中
小
企
業
に
対
し
て
、
市
独
自
の

利
子
補
給
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
利
子
補
給
制
度
は
、
中
小
企
業
者
 

許

《
可
決
さ
れ
た
議
案
》

◆
野
田
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
で
き
る
契
約
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

◆
野
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例

◆
野
田
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
野
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
母
子
等
医
療
費
助
成
金
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一

部
を
変
更
す
る
定
款

◆
財
産
の
無
償
貸
付
け

◆
梅
郷
駅
東
西
連
絡
自
由
通
路
新
設

工
事
の
実
施
に
関
す
る
変
更
協
定
の

一
部
を
変
更
す
る
協
定

◆
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

◆
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
千

葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
関

す
る
協
議

◆
野
田
市
農
産
物
直
売
所
の
指
定
管

理
者
の
指
定

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
一
般
会
計
予
算

20

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
国
民
健
康
保

20

険
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
下
水
道
事
業

20

特
別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
老
人
保
健
特

20

別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
用
地
取
得
特

20

別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
介
護
保
険
特

20

別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
次
木
親
野
井

20

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
後
期
高
齢
者

20

医
療
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
水
道
事
業
会

20

計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
下
水
道
事
業

19

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
水
道
事
業
会

19

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
一
般
会
計
補

19

正
予
算
（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
国
民
健
康
保

19

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
下
水
道
事
業

19

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
老
人
保
健
特

19

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
用
地
取
得
特

19

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
介
護
保
険
特

19

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
次
木
親
野
井

19

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
水
道
事
業
会

19

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

《
報
告
》

◆
専
決
処
分
の
報
告

《
諮
問
》

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

平
成
　
年
第
１
回
定
例
市
議
会

２０
　
第
１
回
定
例
市
議
会
は
、
２
月
　
日
か
ら
開
催
さ
れ
、

29

有
機
堆
肥
を
活
用
し
た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
な
ど
を
含
む
新
年
度
予
算
案

な
ど
　
議
案
を
可
決
し
、
３
月
　
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

36

25

   農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

　
   中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
策
定
 
をを
含含
むむ

　
　
　
新
年
度
予
算
な
　

　
ど 
　
議
案
を
可可
決決

36

有機堆肥を活用したトマトの試有機堆肥を活用したトマトの試験験栽培栽培



　
  乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
を
拡
充

    通
院
・
調
剤
費
助
成
を

　
         ５
歳
未
満
ま
で
に

皆
さ
ん
の
住
宅
、劇
場
や
集
会
所
な
ど

の
特
定
建
築
物
な
ど
の
耐
震
化
の
方

針
・
目
標
・
方
策
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
所
有
の
特
定
建

築
物
は
、　
年
度
ま
で
に
、
市
が
可

27

能
な
限
り
耐
震
改
修
を
行
う
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　
一
方
で
、
皆
さ
ん
の
住
宅
や
特
定

建
築
物
も
、
同
年
を
目
標
に
、
市
が

耐
震
改
修
の
必
要
性
や
重
要
性
を
お

知
ら
せ
し
、
住
宅
や
建
築
物
の
所
有

　
平
成
7
年
1
月
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
は
、
約
６
千
　
人
の
尊
い
命

400

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
約

４
千
　
人
は
住
宅
や
建
築
物
の
倒
壊

800

に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
万
一
の
大
地
震
に
備
え

て
、
本
年
３
月
に
「
野
田
市
耐
震
改

修
促
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
法
律
に
よ
る
建
築
物

の
耐
震
診
断
・
改
修
の
基
本
方
針
に

沿
っ
て
、市
が
所
有
す
る
建
築
物
や
、

 万
一
の
地
震
に
備
え

　
  　
　
　
耐
震
診
断
や
改
修
を

　
市
で
は
、「
子
育
て
支
援
総
合
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
事
業
」
や
「
訪
問
型
一

時
保
育
事
業
」
な
ど
「
エ
ン
ゼ
ル
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
　
時
間
小
児
救
急
医
療
体

24

制
」
の
確
保
や
「
乳
幼
児
医
療
費
助

成
」
な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
支
援

は
、
施
設
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
人

的
支
援
や
情
報
提
供
、
医
療
体
制
整

備
、
経
済
的
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
側
面
か
ら
、
総
合
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

○
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
て

　
現
在
、
４
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対

象
に
、
通
院
と
調
剤
の
医
療
費
助
成

を
し
て
い
る「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
」

は
、
５
月
１
日
木
か
ら
、
対
象
と
な

る
年
齢
を
１
歳
引
き
上
げ
、
５
歳
未

満
の
乳
幼
児
に
助
成
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
は
、
近
隣

市
の
動
き
や
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
て
い
る
多
く
の
要
望
に
応
え
て
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
医
療
費
は
、

健
康
保
険
診
療
分
で
、
入
院
の
場
合

の
助
成
は
、
今
ま
で
ど
お
り
小
学
校

就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
が
対
象
で
す
。

○
新
受
給
券
は
郵
送
で

　
す
で
に
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
受

給
券
を
お
持
ち
で
、
５
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
が
い
る
家
庭
に
は
、
新
し
い

受
給
券
を
４
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
に
、

変
更
手
続
き
し
て
い
な
い
方
に
は
、

受
給
券
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
手
元
の
受
給
券
の
裏
面

に
記
載
し
て
あ
る
必
要
書
類
を
確
認

の
う
え
、
必
要
な
変
更
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
自
己
負
担
額
は
　
円
200

　
受
診
の
際
に
医
療
機
関
の
窓
口
で
、

健
康
保
険
証
と
と
も
に
「
乳
幼
児
医

療
費
助
成
受
給
券
」を
提
示
す
る
と
、

保
険
診
療
分
医
療
費
の
自
己
負
担
額

は
　
円
（
市
民
税
が
非
課
税
か
均
等

200
割
の
み
の
世
帯
は
、自
己
負
担
無
し
）

に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
県
外
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
場
合
の
自
己
負
担
分
の
医
療

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

５月１日から

３

費
は
、
い
っ
た
ん
全
額
お
支
払
い
い

た
だ
き
、
後
日
、
申
請
に
よ
り
、
指

定
の
預
金
口
座
に
助
成
分
を
振
り
込

む
形
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん

が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
乳
幼
児

医
療
費
助
成
受
給
券
」を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
か
関
宿
保
健

セ
ン
タ
ー
、南
・
北
・
中
央
の
各
出
張
所

で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
は
、
①
お
子
さ
ん
の
健
康

保
険
証
、
②
預
金
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）、
③
印
鑑
（
朱
肉
を
使

用
す
る
も
の
）、④
前
年
度
の
市
町
村

民
税
の
証
明
書
（
　
年
１
月
１
日
に

19

野
田
市
以
外
に
住
ん
で
い
た
方
）
が

必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

－

－

者
の
方
に
、
認
識
し
て
い
た
だ
き
耐

震
化
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

建
築
物
棟
数
全
体
に
対
す
る
耐
震
化

建
築
物
棟
数
の
割
合
を
　
パ
ー
セ
ン

90

ト
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

◎
耐
震
診
断
費
用
の
助
成
も

　
な
お
、
本
年
６
月
１
日
か
ら
は
、

市
街
化
区
域
の
木
造
戸
建
住
宅
（
昭

和
　
年
５
月
以
前
の
建
築
物
）
の
耐

56
震
診
断
や
、
著
し
く
危
険
で
あ
る
こ

と
か
ら
改
修
を
指
導
・
勧
告
し
た
場

合
の
戸
建
木
造
住
宅
の
改
修
の
費
用

を
助
成
し
ま
す
。
助
成
額
は
、
耐
震

診
断
は
、費
用
の
3
分
の
2（
上
限
４

万
円
）で
、耐
震
改
修
は
費
用
の
３
分

の
１（
上
限
　
万
円
）で
す
。

25

　
「
野
田
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」

は
、市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
建
築
指
導
課

　
市
で
は
、大
地
震
に
備
え
、本
年
３
月
に「
耐
震
改
修
促

進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
計
画
に
沿
っ
て
、市

の
建
築
物
の
耐
震
化
や
、皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い

て
、住
宅
な
ど
の
耐
震
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
、「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」に
基
づ
く
事
業
や
、小
児

救
急
医
療
体
制
の
確
保
な
ど
、総
合
的
な
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。5
月
１
日
か
ら
は
、さ
ら
に
乳
幼
児
医
療

費
助
成
を
拡
充
し
、対
象
を
５
歳
未
満
に
引
き
上
げ
ま
す
。



鋸

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
４
月
　
日
の
「
子
ど
も
読
書
の
日
」

23

を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
本
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
４
月
　
日
醤
に
市
内

20

各
図
書
館
で「
図
書
館
子
ど
も
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
全
館
で
絵
本
の
展
示
や
ク

イ
ズ
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
本
を
借
り
た

子
ど
も
全
員
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お

り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
予
定
で
す
。

◆
各
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

○
興
風
図
書
館
…
工
作
教
室
（
先
着
　20

人
・
当
日
会
場
受
付
）、映
画
上
映
会
、お

は
な
し
会
、む
か
し
あ
そ
び
の
コ
ー
ナ

ー
、
親
子
消
防
教
室
な
ど

○
南
図
書
館
☎
７
１
２
５
 
７
９
８
１

…
工
作
教
室
（
先
着
　
人
、
電
話
か
直

10

接
同
館
へ
）

○
北
図
書
館
☎
７
１
２
９
 
８
８
１
１

…
工
作
教
室
（
先
着
　
人
、
電
話
か
直

15

接
同
館
へ
）、
お
は
な
し
会

○
せ
き
や
ど
図
書
館
☎
７
１
９
８
 
４

９
４
６
…
科
学
工
作
教
室（
先
着
　
人
、

30

直
接
同
館
へ
）

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
間
や
会
場
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
直
接
、
各

図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
興
風
図
書
館
☎
７
１
２
３

 
７
６
１
１

－－

－

－

ま
め
バ
ス
北
・
新
北
ル
ー
ト
が
一
部
迂
回

　
４
月
　
日
鞘
か
ら
５
月
６
日
鍾
ま
で

25

の「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」の
開
催
期
間
中
は
、

清
水
公
園
周
辺
の
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
上
・
醤
・
□祝 
・
□休 
の
ま
め
バ

ス「
北
ル
ー
ト
清
水
経
由
」と「
新
北
ル
ー

ト
」は
、図
の
と
お
り
迂
回
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課
・
茨
急
バ
ス

☎
７
１
２
２
 
１
５
９
５

－

■まつり期間中の迂回ルート図

農
家
で
働
き
た
い
人
を

　
　
  援
農
制
度
で
橋
渡
し

　
最
近
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
の
減
少
に
よ
る
農
家
の
労
働
力
不

足
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、

農
業
に
関
心
を
持
ち
、
農
家
で
働
き
た

い
と
い
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
農
家
で
働
き
た
い

方
と
、
労
働
力
を
提
供
し
て
も
ら
い
た

い
農
家
が
、
自
分
の
条
件
に
あ
っ
た
相

手
と
雇
用
関
係
を
結
ぶ
た
め
の
手
助
け

と
し
て
、援
農
制
度
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
働
き
た

い
方
と
農
家
が
、
時
間
や
報
酬
な
ど
の

条
件
を
農
政
課
に
登
録
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
登
録
し
た
台
帳
は
、
農
政
課
と
市
内

の
農
協
窓
口
に
置
き
、
お
互
い
に
閲
覧

し
て
、
自
分
の
条
件
に
合
っ
た
相
手
と

交
渉
を
行
い
、
成
立
し
た
場
合
は
、
雇

用
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
、
農
政
課
に

報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
月
　
日
に
説
明
会
を
開
催

２５

　
農
家
で
働
き
た
い
方
を
対
象
に
、
４

月
　
日
鞘
　
時
か
ら
は
市
役
所
２
階
中

25

10

会
議
室
、　
時
か
ら
は
関
宿
中
央
公
民

14

館
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
農
政
課

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

図
書
館
で
子
ど
も
ま
つ
り

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
今
後

も
安
定
し
た
医
療
制
度
の
運
営
を
目
指

す
た
め
、
４
月
か
ら
、　
歳
以
上
の
方

75

（
障
害
認
定
を
受
け
た
　
歳
以
上
の
方
を

65

含
む
）
が
加
入
し
て
い
た
老
人
医
療
制

度
は
、
新
た
な
「
長
寿
医
療
（
後
期
高

齢
者
医
療
）
制
度
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
対
象
者
に
は
、
カ
ー
ド
形
式
の
新
た

な
被
保
険
者
証
を
３
月
末
に
郵
送
し
ま

し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
年
金
か
ら
自
動
的
に
徴
収

　
こ
れ
ま
で
の
老
人
医
療
制
度
で
は
、

国
保
や
被
用
者
保
険
な
ど
の
被
保
険
者

証
と
老
人
医
療
受
給
証
の
両
方
を
、
医

療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
月
か
ら
は
長
寿
医
療
（
後
期
高

齢
者
医
療
）
制
度
の
被
保
険
者
証
１
枚

で
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
支
払
い
は
、
年
金
か
ら
自

動
的
に
引
か
れ
る「
特
別
徴
収
」が
原
則

で
、今
月
上
旬
に
郵
送
し
た「
後
期
高
齢

者
医
療
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」と「
特

別
徴
収
開
始
決
定
通
知
書
」で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
４
月
　
日
振
込
み
分
の

15

公
的
年
金
か
ら
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
額
が
　
万
円
未
満
の
方

18

や
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
合
計
金
額
が
年
金
額
の
２
分

の
１
よ
り
も
多
い
方
は
、
納
入
通
知
書

や
口
座
振
替
な
ど
で
個
別
に
納
め
て
い

た
だ
く
「
普
通
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。

れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
助
成
制

度
を
利
用
し
て
い
た
　
歳
以
上
の
方
に
、

75

市
で
は
３
年
間
に
限
り
、
独
自
の
助
成

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

※
国
の
通
知
に
よ
り
、
本
号
か
ら
医
療

制
度
の
名
称
を
、
身
近
で
親
し
み
や
す

い
「
長
寿
医
療
制
度
」
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課
、
は
り
・
き

ゅ
う
な
ど
の
助
成
は
高
齢
者
福
祉
課

※平日は迂回せず、通常どおり運行しますが、
混雑で遅れる場合があります。

は
り
・
き
ゅ
う
な
　

　
ど 
に
独
自
の
助
成
も

　
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制

度
に
は
、
は
り
、
き
ゅ
う
な
ど
の
施
術

費
の
助
成
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

安
定
し
た
医
療
制
度
を
め
ざ
し

　
　
　
「
長
寿
医
療（
後
　
期

高
齢
者
 
）制
度
」開
始



　
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
実
行
委

員
会
で
は
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
、
大
切
な
み
ど
り
を
育
て
る
と
と

も
に
、未
来
に
伝
え
残
し
て
い
こ
う
と
、

今
年
も
「
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
程
】
４
月
　
日
鍾
　
時
～
　
時

29

10

15

【
会
場
】
清
水
公
園
第
二
公
園
広
場
特

設
会
場
な
ど

【
内
容
】
野
鳥
観
察
会
、
野
草
観
察

会
、
樹
木
観
察
会
、
遊
び
の
広
場
（
一

部
参
加
費
あ
り
）
、
工
作
教
室
、
花
と

み
ど
り
の
相
談
室
、
木
間
ケ
瀬
中
・
福

田
第
一
小
学
校
コ
ン
サ
ー
ト
、
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
苗
木
の

無
料
配
布
（
　
時
　
分
か
ら
と
　
時
か

10

30

13

ら
）
、
花
の
寄
せ
植
え
づ
く
り
（
　
時
10

　
分
か
ら
と
　
時
　
分
か
ら
・
事
前
申

30

13

30

込
終
了
）
、
花
苗
の
無
料
配
布
（
　
時
14

か
ら
）

【
問
合
せ
】
み
ど
り
の
課

清
水
公
園
で

　
み
ど
り
の

み
ど
り
の
　
　
 フフ
ェ
ス
タ

ェ
ス
タ

親子で工作の体親子で工作の体験験もも

漁

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

ふ
る
さ
と

づ
く
り

　
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
発
令
し

ま
し
た
。
掲
載
は
課
長
相
当
職
以
上
と

し
、
前
職
は
省
略
し
ま
し
た
。

【
市
長
事
務
部
局
】
斉
藤
弘
美
＝
民
生

経
済
部
長（
兼
）国
保
年
金
課
長
、
関
根

義
孝
＝
環
境
部
長
、
伊
藤
秀
一
＝
都
市

計
画
部
長
、
釜
田
正
雄
＝
民
生
経
済
部

参
事（
兼
）市
民
生
活
課
長
、
藤
井
順
一

＝
民
生
経
済
部
参
事（
兼
）関
宿
支
所

長
、
松
本
茂
＝
環
境
部
次
長（
兼
）清
掃

計
画
課
長
、
山
崎
一
衛
＝
土
木
部
次
長

（
兼
）管
理
課
長
、
齊
藤
清
春
＝
都
市
整

備
部
参
事（
兼
）区
画
整
理
課
長
、
増
田

修
＝
都
市
整
備
部
参
事（
兼
）愛
宕
駅
周

辺
地
区
市
街
地
整
備
事
務
所
長
、
高
崎

潔
＝
都
市
整
備
部
参
事（
兼
）ま
ち
づ
く

り
推
進
課
長
、
山
崎
由
己
＝
保
健
福
祉

部
参
事（
兼
）あ
さ
ひ
セ
ン
タ
ー
長（
兼
）

こ
だ
ま
学
園
長（
兼
）あ
さ
ひ
育
成
園
長
、

山
中
博
＝
保
健
福
祉
部
参
事（
兼
）こ
ぶ

し
園
長
、
遠
山
康
雄
＝
総
務
部
主
幹

（
兼
）総
務
課
長
補
佐
、
佐
藤
茂
＝
民
生

経
済
部
市
民
課
長
、
石
田
泰
法
＝
環
境

部
環
境
保
全
課
長
、
大
和
一
夫
＝
環
境

部
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
長
、
片
倉

正
晴
＝
環
境
部
主
幹（
兼
）関
宿
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
、
増
田
徳
次
＝
環

境
部
清
掃
第
二
課
長
、
田
中
恵
一
＝
土

木
部
主
幹（
兼
）管
理
課
補
修
事
務
所
長

補
佐
、岩
瀬
弘
＝
土
木
部
下
水
道
課
長
、

澤
田
美
治
＝
土
木
部
主
幹（
兼
）用
地
課

長
補
佐
、
中
村
晃
男
＝
都
市
計
画
部
主

幹（
兼
）都
市
計
画
課
長
補
佐
、
藤
崎
栄

治
＝
都
市
計
画
部
建
築
指
導
課
長
、
岡

田
武
志
＝
都
市
計
画
部
み
ど
り
の
課
長
、

伊
藤
久
雄
＝
都
市
整
備
部
梅
郷
駅
西
土

地
区
画
整
理
事
務
所
長
、
飯
塚
一
夫
＝

都
市
整
備
部
主
幹（
兼
）梅
郷
駅
西
土
地

区
画
整
理
事
務
所
長
補
佐
、
冨
山
克
彦

＝
都
市
整
備
部
主
幹（
兼
）ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
補
佐
、
中
村
清
八
＝
保
健
福

祉
部
主
幹（
兼
）高
齢
者
福
祉
課
長
補

佐
、
新
井
栄
子
＝
会
計
管
理
者
付
主
幹

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
本
田
洋
治
郎

＝
学
校
教
育
部
次
長（
兼
）指
導
課
長
、

清
水
利
夫
＝
生
涯
学
習
部
参
事（
兼
）青

少
年
課
長
、
南
陽
三
郎
＝
教
育
総
務
部

主
幹（
兼
）耐
震
改
修
促
進
担
当
、
安
部

磯
雄
＝
学
校
教
育
部
主
幹（
兼
）学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
、
福
井
博
康
＝
生
涯

学
習
部
主
幹（
兼
）文
化
セ
ン
タ
ー
長
補

佐
、
浅
野
幸
男
＝
生
涯
学
習
部
興
風
図

書
館
長

【
消
防
本
部
】
佐
賀
悦
男
＝
消
防
長
、

大
柴
夏
二
郎
＝
次
長（
兼
）消
防
署
長
、

関
根
和
明
＝
参
事（
兼
）総
務
課
長
、石
山

義
男
＝
参
事（
兼
）消
防
署
副
署
長
、北
川

孝
久
＝
参
事（
兼
）関
宿
分
署
長
、
須
賀

田
静
＝
予
防
課
長
、
小
川
原
宗
嗣
＝
警

防
課
長
、杉
下
茂
夫
＝
主
幹（
兼
）中
央
分

署
長
、
飯
田
正
義
＝
主
幹（
兼
）北
分
署

長
、
岡
田
和
秋
＝
主
幹（
兼
）南
分
署
長

4
月
１
日
付
発
令
市
の
人
事
異
動

「
春
風
館
道
場

　「
春
風
館
道
場
」」をを
　

“
武
道
の
殿

　
　“
武
道
の
殿
堂堂
”と
し
て
整
備

”と
し
て
整
備

　
「
春
風
館
道
場
」
は
、
昭
和
３
（
１

９
２
８
）
年
に
現
在
地
（
野
田
　
番
１
）

376

に
開
館
し
て
以
来
、　
年
間
に
わ
た
っ

80

て
、
柔
剣
道
愛
好
家
の
交
流
の
拠
点
と

し
て
貢
献
し
て
き
た
「
醤
油
の
街
・
野

田
」
の
シ
ン
ボ
ル
的
建
築
物
の
ひ
と
つ

で
す
。

　
本
年
３
月
　
日
、
春
風
館
道
場
の
建

24

物
を
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
か
ら
、

敷
地
を
茂
木
国
子
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
市
で

は
、
町
並
み
を
保
存
し
つ
つ
、
ひ
き
つ

づ
き
武
道
振
興
の
拠
点
と
し
て
い
く
と

と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
（
自
分

ら
し
い
生
き
方
を
見
出
し
、
意
識
的
に

実
践
す
る
こ
と
）
の
拠
点
施
設
と
し
て

も
活
用
す
る
た
め
、
順
次
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、今
年
度
は
耐
震
設
計
を
行
い
、

　
年
度
以
降
に
順
次
改
修
を
進
め
、
か

21つ
て
弓
道
場
が
あ
っ
た
場
所
も
整
備
し
、

「
武
道
の
中
心
施
設
」
と
し
て
い
く
計

画
で
す
。

【
問
合
せ
】
社
会
体
育
課
☎
７
１
２
４

 
７
９
３
０

－

野
田
市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
６
月
　
日
醤
投
票
日
（
告
示
日
６

22

月
　
日
醤
）
の
野
田
市
長
選
挙
に
立

15
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

に
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
日
時
】
５
月
　
日
鞘
　
時
　
分
か
ら

16

13

30

【
場
所
】
市
役
所
２
階
中
会
議
室

【
内
容
】
立
候
補
届
出
書
類
の
交
付

や
書
類
の
作
成
方
法
な
ど

【
問
合
せ
】野
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

野田の武道の歴史を刻ん野田の武道の歴史を刻んでで



ぽ
ー
と
柏
の
葉
や
柏
の
葉
第
二
水
辺
公

園
（
い
ず
れ
も
柏
市
）
な
ど
で
。
東
京

理
科
大
学
や
柏
市
な
ど
が
「
手
軽
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
や
認
知
症
予
防
の
コ

ー
ナ
ー
な
ど
を
出
展
。当
日
会
場
受
付
。

問
柏
市
企
画
調
整
課
☎
７
１
６
７
 
１

１
１
７

◆
野
田
新
信
亭
　
４
月
　
日
醤
　
時
～

20

14

　
時
興
風
会
館
で
。
春
風
亭
一
之
輔
や

16 柳
 
り
ゅ
う

 亭
  燕
  路
 な
ど
が
出
演
。入
場
料
千
円
。

て
い
 え
ん
 じ

当
日
会
場
受
付
。
問
望
月
☎
７
１
２
５

 
６
６
３
９

◆
ゆ
う
＆
み
い
　
お
し
ゃ
べ
り
会
…
４

月
　
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
。
未

21

10

30

11

30

就
園
児
と
そ
の
親
。
育
児
相
談
日
…
４

月
　
日
鐘
　
時
　
分
～
正
午
。
保
育
士

23

10

30

に
よ
る
個
別
相
談
。
０
～
３
歳
の
幼
児

と
そ
の
親
。
い
ず
れ
も
ゆ
う
＆
み
い
チ

ャ
イ
ル
ド
館（
中
根
）で
。
サ
ロ
ン
利
用

料
　
円
。
当
日
会
場
受
付
。
問
 
ゆ
う

50
＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７

◆
青
少
年
柔
剣
道
大
会
　
４
月
　
日
醤

27

９
時
　
分
か
ら
総
合
公
園
体
育
館
で
。

30

ク
ラ
ス
別
に
個
人
戦
と
団
体
戦
。
観
戦

無
料（
参
加
申
込
み
は
終
了
）。
問
青
少

年
課

◆
切
り
絵
作
品
展
　
４
月
　
日
鐘
～
５

30

月
９
日
鞘
８
時
　
分
～
　
時
（
初
日
は

３０

２０

　
時
か
ら
、
最
終
日
は
　
時
ま
で
）
市

11

16

役
所
１
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。

約
　
点
。
問
野
田
切
り
絵
の
会
・
岩
崎

50
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
３

－

－

－

－

講
座
・
講
演
会
　

◆
食
育
講
座
　
５
月
　
日
鐘
　
時
～
正

14

10

午
総
合
福
祉
会
館
で
。
今
井
 廣
  敬
 氏

ひ
ろ
 ゆ
き

（
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
研
究
開
発

本
部
員
）に
よ
る「
食
中
毒
の
い
ろ
は
と

食
の
安
全
」と
題
し
た
講
演
。子
育
て
支

援
に
関
心
の
あ
る
方
。先
着
　
人
。保
育

30

あ
り（
要
予
約
・
先
着
５
人
）。事
前
に
電

話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
へ

◆
要
約
筆
記
講
習
会
　
６
月
５
日
～
９

月
　
日
の
毎
週
障（
８
月
　
日
を
除
く
）

25

14

　
時
　
分
～
　
時
　
分
総
合
福
祉
会
館

13

30

15

30

で
。
全
　
回
。
市
内
在
住
で
、
受
講
後

16

も
要
約
筆
記
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
で
き

る
方
。　
人（
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代
千

15

　
円
。
５
月
　
日
鞘
ま
で
に
電
話
で
野

50

23

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 

３
９
３
９
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
郷
土
博
物
館
企
画
展
「
野
田
に
生
き

た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
」　
６
月
 

　
日
鉦
ま
で
の
９
時
～
　
時
同
館
で
。

30

17

原
始
時
代
か
ら
近
代
ま
で
野
田
市
域
で

生
活
し
た
人
々
の
営
み
を
、
市
内
で
発

掘
さ
れ
た
土
器
や
石
器
の
ほ
か
、
古
文

書
や
醤
油
樽
の
製
作
に
使
用
し
た
道
具

－

－

な
ど
約
　
点
で
紹
介
。
な
お
、
同
館

250

（
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
）
は
４
月

か
ら
鍾
休
館
。

◆
千
葉
県
書
作
家
連
盟
展
　
４
月
　
日
17

障
～
　
日
醤
　
時
～
　
時
さ
わ
や
か
ち

20

10

17

ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
で
。
約
　
点
。

120

問
黒
澤
☎
７
１
２
５
 
４
３
５
９

◆
運
河
土
手
に
春
の
野
草
と
蝶
を
訪
ね

て
　
４
月
　
日
上
９
時
運
河
駅
前
集

19

合
、　
時
　
分
解
散
。
資
料
代
や
保
険

13

30

料
　
円
。
筆
記
用
具
や
昼
食
な
ど
を
持

200
参
。
当
日
会
場
受
付
。
問
利
根
運
河
の

生
態
系
を
守
る
会
・
小
瀧
☎
７
１
５
３

 
９
９
５
５

◆
清
水
公
園
探
鳥
会
　
４
月
　
日
醤
９

20

時
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
、正
午
解
散
。

小
学
生
以
上
。資
料
代
や
保
険
料
　
円
。

100

観
察
用
具
と
筆
記
用
具
を
持
参
。
当
日

会
場
受
付
。
問
野
田
野
鳥
同
好
会
・
田

中
☎
７
１
２
３
 
２
８
１
３
（
夜
間
）

◆
童
謡
の
会
　
４
月
　
日
鍾
　
時
　
分

29

13

30

か
ら
市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
。「
一
年
生
に
な
っ
た
ら
」
や
「
緑

の
そ
よ
風
」
な
ど
を
み
ん
な
で
歌
う
。

費
用
　
円
（
楽
譜
が
必
要
な
方
の
み
）。

300

当
日
会
場
受
付
。
問
清
水
☎
７
１
２
２

 
３
９
５
１

◆
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏
　
健
康
フ

ェ
ア
　
４
月
　
日
醤
　
時
～
　
時
ら
ら

20

10

15

－

－

－

－

－

◆
コ
ー
ル
・
ピ
ュ
ア
演
奏
会
　
５
月
　11

日
醤
　
時
～
　
時
ア
ミ
ュ
ゼ
柏（
柏
市
）

14

16

で
。「
み
す
ヾ
の
空
」
や
「
長
崎
ぶ
ら
ぶ

ら
節
」
な
ど
の
女
性
合
唱
。
入
場
料
　900

円
。
５
月
５
日
鉦
ま
で
に
電
話
で
冨
山

☎
　
 
４
５
３
４
 
３
０
６
６
へ

090
◆
レ
デ
ィ
ー
ス
市
民
卓
球
大
会
　
５
月

　
日
鐘
８
時
　
分
か
ら
総
合
公
園
体
育

21

45

館
で
。団
体
戦
。市
内
在
住
の
　
歳
以
上

30

の
女
性
。１
チ
ー
ム
４
～
６
人
。参
加
費

１
チ
ー
ム
千
円
。
５
月
　
日
上
ま
で
に

10

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
野
田
市
卓
球
協
会

・
花
木
☎
・
思
７
１
２
５
 
４
６
５
４
へ

◆
文
化
会
館
自
主
文
化
事
業
「
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ナ
イ
ト
　
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
」　
５

in

月
　
日
上
　
時
　
分
か
ら
同
館
で
。
伊

31

17

30

勢
正
三
や
太
田
裕
美
、
大
野
真
澄
が
出

演
。
入
場
料
４
千
　
円
。
販
売
場
所
は

500

文
化
会
館
や
欅
の
ホ
ー
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ノ
ア
店
な
ど
。
問
同

館
☎
７
１
２
４
 
１
５
５
５

募
　
集

◆
観
光
協
会
で
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
　
テ

ー
マ
は
市
内
の
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
風
景
な
ど
。
撮
影
期

間
は
平
成
　
年
　
月
　
日
～
　
年
　
月

19

11

15

20

11

　
日
鞘
。
無
修
正
で
未
発
表
の
も
の
で

14あ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
作

品
も
可
。
応
募
期
間
は
　
年
　
月
　
日

20

10

14

鍾
～
　
月
　
日
鞘
。
２
Ｌ
サ
イ
ズ
の
カ

11

14

ラ
ー
キ
ャ
ビ
ネ
版
の
プ
リ
ン
ト
（
１
人

２
点
ま
で
）
裏
面
に
野
田
市
観
光
協
会

－

－

－

－

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
窓
口
に
あ
る
応
募
票

を
貼
り
、
郵
送
か
直
接
〒
　
 
８
５
５

278

０
野
田
市
役
所
商
工
課
内
「
野
田
市
観

光
協
会
事
務
局
」
へ

◆
交
通
安
全
推
進
隊（
交
通
安
全
ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ア
）　
通
学
路
で
の
街
頭
活
動
や

高
齢
者
の
自
宅
訪
問
な
ど
。
４
月
１
日

現
在
で
　
歳
以
上
の
県
内
在
住
、在
勤
、

16

在
学
の
方
で
、
月
１
回
以
上
活
動
で
き

る
方
。
小
学
校
区
な
ど
を
単
位
に
５
～

　
人
程
度
で
活
動
。
５
月
　
日
鉦
ま
で

20

12

に
市
民
生
活
課
に
あ
る
応
募
用
紙
か
千

葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
募
。
問
東
葛

飾
県
民
セ
ン
タ
ー
県
政
情
報
課
☎
　047

（
　
）２
１
７
５

361◆
保
育
所
の
臨
時
看
護
師
　
勤
務
日
は

鉦
～
鞘
の
２
日
以
上
で
９
時
～
　
時
の

18

間
の
４
～
６
時
間
。
勤
務
場
所
は
市
内

保
育
所
（
あ
た
ご
・
南
部
・
尾
崎
・
古

布
内
保
育
所
を
除
く
）。
要
看
護
師
資
 

格
。
社
会
保
険
加
入
、有
給
休
暇
あ
り
、

通
勤
手
当
支
給
。
問
児
童
家
庭
課

◆
学
童
保
育
所
の
臨
時
職
員
　
①
学
童

指
導
員
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分
と

13

18

30

上
８
時
～
　
時
　
分
の
間
の
８
時
間
。

18

30

②
学
童
指
導
員
代
替
＝
鉦
～
上
８
時
～

　
時
　
分
の
間
で
指
定
さ
れ
た
時
間
。

18

30

勤
務
場
所
は
①
は
七
光
台
学
童
保
育
 

所
、
②
は
市
内
学
童
保
育
所
（
南
部
・

北
部
・
み
ず
き
・
三
ケ
尾
・
関
宿
・
二

川
学
童
保
育
所
を
除
く
）。①
は
有
給
休

暇
あ
り
、
通
勤
手
当
支
給
、
社
会
保
険

加
入
。
問
児
童
家
庭
課

－

禦



　
　不燃ごみにはガラスやレンズ、ゴム、
プラスチック類などがあります。
　このうち、ガラスの破片を出すとき
は危険ですので、ダンボールなどに包
み、「ガラス在中」と書いて不燃ごみ専
用の指定ごみ袋に入れてください。
　不燃ごみは、収集後、「不燃物処理施
設」で磁選機と人の手により、資源に
なる物とならない物に分別します。
　選別された資源物のうち、容器包装
リサイクル法に該当する廃プラスチッ
ク製品は、（財）日本容器包装リサイク
ル協会へ引き渡され、資源として再利
用されます。
　ただし、引き渡しは、容器包装以外
の異物が付着・混入していないことが
条件であり、付着・混入している場合
は、引き取りを拒否されてしまいます。
選別作業員の衛生面からも、容器につ
いた食べ残しや食べ物のかすなどは、
集積所に出す前に、取り除くようお願
いします。　

児
健
康
診
査
の
際
に
、
会
場
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
絵
本
を
保
護
者
向
け
に
紹
介

し
て
い
た
だ
け
る
方
。
毎
月
１
回
障
　13

時
　
分
か
ら
２
時
間
程
度
関
宿
保
健
セ

40
ン
タ
ー
で
。
事
前
に
電
話
で
興
風
図
書

館
☎
７
１
２
３
 
７
６
１
１
へ

◆
社
会
福
祉
協
議
会
の
臨
時
職
員
　
①

事
務
員
…
勤
務
日
は
平
日
の
８
時
　
分
30

～
　
時
。
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
の

17
パ
ソ
コ
ン
作
業
が
で
き
る
方
。
時
給
　790

円
。
社
会
保
険
加
入
。
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
勤
務
日
は
１

週
間
の
う
ち
の
４
日
で
９
時
～
　
時
の

17

間
の
５
時
間
程
度
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相

談
・
あ
っ
せ
ん
な
ど
。
時
給
千
円
。
有

給
休
暇
あ
り
。
①
は
４
月
　
日
鉦
、
②

28

は
５
月
９
日
鞘
ま
で
に
履
歴
書
持
参
で

同
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９
へ

試
　
験

◆
千
葉
県
警
察
官
採
用
試
験
　
５
月
　11

－

－

日
醤（
第
１
次
試
験
）。
職
種
は
男
性
警

察
官
と
女
性
警
察
官
。
①
大
学
卒
業
ま

た
は
見
込
み
の
方
で
　
歳
未
満
、
②
高

34

校
卒
業
見
込
み
等
の
方
で
　
歳
未
満

31

（
い
ず
れ
も
年
齢
は
平
成
　
年
４
月
１

20

日
現
在
）。所
定
の
申
込
書
で
４
月
　
日
21

鉦
ま
で
に
申
し
込
む
。
問
野
田
警
察
署

警
務
課
☎
７
１
２
５
 
０
１
１
０

◆
平
成
　
年
度
調
理
師
試
験
　
７
月
　

20

23

日
鐘
幕
張
メ
ッ
セ（
千
葉
市
）で
。
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
配
付
す
る
願
書
を
５

月
　
日
鍾
～
　
日
障
　
時
～
　
時
に
直

20

22

10

16

接
、
住
所
所
轄
の
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
問

野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福

祉
課
☎
７
１
２
４
 
８
１
５
５

そ
の
他

◆
野
田
市
通
学
区
域
審
議
会
の
傍
聴
　

４
月
　
日
鞘
　
時（
受
付
は
　
時
　
分

25

15

14

30

～
　
時
）か
ら
北
部
小
学
校
で
。先
着
５

15
人
。
当
日
会
場
受
付
。
問
学
校
教
育
課

－

－

◆
野
田
公
民
館
情
報
活
用
コ
ー
ナ
ー
の

使
用
休
止
　
４
月
　
日
鉦
～
５
月
９
日

28

鞘
。
機
器
の
入
れ
替
え
の
た
め
。
問
同

館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８

◆
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
事
後
評

価
　
宮
崎
周
辺
地
区
で
の
同
事
業
（
市

営
住
宅
宮
崎
西
団
地
や
中
央
の
杜
の
整

備
、
旧
日
光
街
道
改
修
な
ど
）
に
よ
る

公
園
や
緑
地
面
積
の
増
加
率
な
ど
を
ま

と
め
た
事
後
評
価
は
、
４
月
　
日
鐘
か

30

ら
市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政

資
料
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
。
問
建
築
指
導
課

◆
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
お
は

や
め
に
　
事
業
主
が
年
度
更
新
の
際
に

行
う
　
年
度
分
の
労
働
保
険
料
の
精
算

19

と
、　
年
度
分
の
見
込
み
保
険
料
（
概

20

算
保
険
料
）
の
申
告
は
、
５
月
　
日
鍾

20

ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
へ
。
問
千

葉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
☎
　（
　
）

043
221

４
３
１
７

－

魚

◆
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
指
導
者
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
　
平
成
　
年
３
月
ま
で
の

21

の
第
２
・
４
・
５
上
８
時
　
分
～
　
時

45

11

　
分
市
内
各
小
学
校
で
。
年
間
　
回
程

15

20

度
。
算
数
の
指
導
や
支
援
。　
歳
以
上
 

18

（
高
校
生
不
可
）。指
導
者
の
み
謝
礼
あ

り
。
問
指
導
課

◆
絵
本
紹
介
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
３
か
月

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

◎社会福祉施設整備基金に…諮７８，５１５円
＝野田市建築業組合組合長岡田誠一様 
諮１０,２５９円＝芸術同好会会長高野てる子様
諮１，７３８円＝野田市パブリックゴルフ場け
やきコース利用者ご一同様
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

分別⑨可燃ごみと不燃ごみ（その３）

陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

  　
案
内
図
に
最
寄
り
停
留
所
も

　
市
民
の
皆
さ
ん
や
転
入
者
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、公
共
施
設
や

医
療
機
関
な
ど
、日
常
生
活
に
密
着
し

た
情
報
を
掲
載
し
た
「
公
共
施
設
等

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
各
施
設
の
最
寄
り
の
バ
ス
停
の
一

覧
表
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
に
、
無
料
で
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
体
裁
】
A
４
判
（
見
開
き
A
１
版
）

【
配
布
場
所
】
市
役
所
（
１
階
総
合

案
内
、
３
階
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
）、
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
、
各
図

書
館
、
各
公
民
館
、
郷
土
博
物
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

川間駅・市役所周辺の拡大図川間駅・市役所周辺の拡大図もも

●●犯●●罪●●発●●生●●件●●数
本年の発生件数：６３１件　前年比（＋３２件）
空き巣　４５件（＋２件） 忍び込み　１６件（－１１件）
ひったくり　７件（－１件） 自動車盗　１７件（－１９件）
自転車盗　６８件（＋１１件）　車上狙い　３７件（－２８件）
その他４４１件（＋７８件）
野田警察署管内（平成２０年３月３１日現在の暫定件数）

●●交●●通（人身）●●事●●故
本年の発生件数：２２１件　前年比（＋３８件）
死亡者３人（＋１人） 負傷者２７３人（＋４２人）

野田警察署管内（平成２０年３月３１日現在）

●●火 ●●災 ●●件 ●●数
３月の発生件数：１２件　２０年累計（３１件）
建物火災５件（１３件） 林野火災０件（０件）
車両火災０件（１件） そ　の　他７件（１７件）
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市報のだ　第１０１８号　平成２０年４月１５日号／発行：野田市・☎◯０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課

人口と世帯：人口＝１５６,０８３人／男＝７８,４２４人、女＝７７,６５９人／世帯数５９,３２０世帯 （Ｈ２０．４．１現在）

 舞  音 ちゃん・
ま お

 伊 
い

 吹 ちゃん・
ぶき

 大 
だい

 智 くん・
ち

 伊 
い

 織 ちゃん・
おり

 璃  音 ちゃん
り お

（１８.１０.２６生）（１３.４.４生）（１８.１０.２６生）（１２.３.５生）（１８.１０.２６生）
〔西川慎太郎・綾子さん（四女・二女・長男・長女・三女）・堤台〕

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

私は友人からお金を貸し
て欲しいと言われていま

すが、条件次第で貸してもよ
いと考えています。貸す場合
はどのような点に注意すれば
よいでしょうか。

一般に金銭を貸すときは、
貸金の回収が確実かどう

かを良く判断しなければなり
ませんが、軽率に金を貸して
も返してもらえないとトラブ
ルになり、友人関係もうまく
行かなくなる場合もあります。
　貸す場合は、借入目的や借
用条件を明確にし、収入・支
出などの経済状況から、返済
能力の判断が必要です。
　また、貸したら返すことを

約束したことの証拠を残して
おくことが大切です。
　相手が｢借りた覚えはない｣
と言ってしまえば、事実は 藪 

やぶ

の中となり、裁判で負けてし
まうおそれがあります。
　そのようなことにならない
ようにするために、借用書や
金銭消費賃借契約書を作成し
ておきます。
　併せて、債務不履行の場合
の人的担保として、連帯保証
人・保証人を立ててもらうと
よいでしょう。
　保証人には、必ず契約書に
署名押印してもらうとともに、
保証の趣旨を明確に表示して
おくことも必要です。

Ｑ

Ａ

 お金を貸す場合の
　　　　　　注意点は

《相談Ⅰ》新会社と契約しましたが、勧誘時に
約束した旧販売店のガス供給設備買取代金を負
担してくれません。
《アドバイス》勧誘時の口約束は言った・言わ
ないで争うことがあります。契約時には、書面
で確約をもらっておくとよいでしょう。

《相談Ⅱ》新会社と契約した直後、理由をつけ
て値上げされてしまいました。
《アドバイス》契約時に一定期間は値上げをし
ないという確約を、契約書に加えてもらいまし
ょう。
《相談Ⅲ》新会社と契約後、解約したいと申し
出たら、高額な解約料を請求されました。
《アドバイス》新会社と契約する時は、解約時
に費用負担があるか確認しておきましょう。

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　５月の講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・２日金、４日日、６日火…１０時～
　・１１日日…１５時３０分～　
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・１日木、４日日、６日火…１０時～
　・４日日…１５時３０分～
リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　※運動のできる服装・室内用運動靴・タオルを持参
　・１日木、３日土、１０日土
　　　　　　　　…１１時、１３時、１７時、１９時～
　

※いずれも対象は高校生以上
　月額使用料：市民１,３６０円、市民以外２,０４０円

 莉 
り

 々 
り

 華 ちゃん・
か

 愛 
あい

 莉 ちゃん・
り

 美  羽 ちゃん
み う

 （１８.１.３１生） （１８.１.３１生） （１８.１.３１生）
〔田嶋啓介・容子さん（長女・二女・三女）・清水〕

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

プロパンガス会社変更時の注意点

　
落
語
協
会
副
会
長
で
も
あ
る
、野
田
市
出
身
の
鈴
々
舎

馬
風
師
匠
が
、３
月
　
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
。

13

母
校
の
第
一
中
学
校
を
　
年
ぶ
り
に
訪
れ
、
後
輩
た
ち

20

を
前
に
収
録
を
行
い
、当
時
の
中
学
校
で
の
思
い
出
や
野

田
の
印
象
を
語
っ
た
。

　
ま
た
、番
組
終
了
後
、

後
輩
た
ち
を
前
に
質
問

に
も
快
く
応
じ
、「
笑
い

を
取
る
に
は『
間
』が
大

切
」、「
う
ま
く
話
す
に

は
ひ
た
す
ら
練
習
」
な

ど
、“
落
語
の
秘
訣
”
も

披
露
し
た
。

「
野
田
は
初
心
に
戻
る
」

　
馬
風
師
匠
が
母
校
で
ラ
ジ
オ
に

「夢は大きく」とメッセージも

　
市
と
市
民
、警
察
が
連

携
し
た
野
田
市
の
先
進

的
な
防
犯
活
動
を
学
ぼ

う
と
、３
月
６
日
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
警
察
幹
部
や
知

事
ら
が
視
察
に
訪
れ
た
。

　
当
日
は
、
市
役
所
で

防
犯
組
合
支
部
を
中
核

と
し
た
活
動
の
説
明
を

受
け
た
後
、実
際
に
近
く
の
中
央
東
支
部
を
訪
れ
、防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
に
同
行
、
住
宅
街
を
１
時
間
程
歩
い
た
。

　
ま
た
、「
ま
め
ば
ん
」
も
見
学
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る

み
の
防
犯
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

そろいのジャンパーを着てパトロール

市
の
防
犯
活
動
を

　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
警
察
ら
が
視
察



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

●
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
譲
り
ま
す
】

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
　

　
あ
な
た
が
お
持
ち
の
不
用
品
を
、
も

う
一
度
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
利
用
方
法

①
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
で
市

に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
の
審

査
、③
市
報
に
掲
載
、④
希
望
者
は
直
接
、

連
絡
・
交
渉
す
る
と
い
う
形
で
す
。

　
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
に
①

品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥
金

額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り

ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記
入

し
て
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
用
品
提
供
者
は
、
希
望
者
か
ら
の

連
絡
が
な
い
場
合
で
も
、
市
報
に
掲
載

さ
れ
て
か
ら
１
か
月
間
家
庭
で
保
管
し

て
く
だ
さ
い

○
不
用
品
の
引
き
取
り
は
、
提
供
者
と

希
望
者
の
間
で
、
責
任
を
持
っ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い

○
提
供
者
は
、
複
数
の
希
望
者
か
ら
の

連
絡
を
受
け
た
場
合
で
も
、
誠
意
を
持

っ
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い

○
生
き
物
や
食
品
な
ど
は
掲
載
で
き
ま

せ
ん

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
　
日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

５
月
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収

◆
ご
み
収
集
＝
５
日
鉦
、
６
日
鍾
は
収

集
し
ま
す

◆
資
源
回
収
＝
３
日
上
、５
日
鉦
、６
日

鍾
の
収
集
は
４
月
　
日
鉦
、　
日
鍾
、

２８

29

　
日
鐘
に
振
り
替
え
と
し
て
、
実
施
す

３０る
団
体
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８
 
１
０
０
１
・
関
宿
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２

２
／
資
源
回
収
は
清
掃
計
画
課

――

―

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

品
　
物
　
名

ブ
ー
ツ
・
靴

机洋
服
タ
ン
ス

整
理
タ
ン
ス

和
室
用
照
明
器
具

電
気
掃
除
機

　
イ
ン
チ
自
転
車

１６ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー

購
入
年

不
明

不
明

不
明

不
明

平
成
　１０

不
明

不
明

平
成
　１９

希
望
金
額

各
　
円
５００

無
料

無
料

無
料

無
料

無
料

千
円

１
万
５
千
円

備
　
　
　
考

サ
イ
ズ
　
・
５
㎝

２１

奥
行
き
　
㎝
×
幅

６３

　
㎝
×
高
さ
　
～

１１０

６５

　
㎝（
高
さ
調
節
可

１３０能
）

①
奥
行
き
　
㎝
×

５８

幅
　
㎝
×
高
さ
　

８７

１８０

㎝
、②
奥
行
き
　
㎝
５４

×
幅
　
㎝
×
高
さ

５４

　
㎝
１８０奥

行
き
　
㎝
×
幅

４４

　
㎝
×
高
さ
　
㎝

７８

１３７

円
型
蛍
光
灯
・
　３２

ｗ
・
　
ｗ
３０

シ
ャ
ー
プ
製
・
７

Ａ－

　
Ⅴ
１２５

ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
製

・
女
児
用

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｊ
Ｉ
Ｍ

・
テ
プ
ラ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
・

Ｐ
Ｃ
ラ
ベ
ル
ソ
フ

ト
Ｓ
Ｐ
Ｃ
９
Ｃ
・

説
明
書
有
り
・
Ｃ

Ｄ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付

連
　
絡
　
先

原
田
緯
７
１
９
８
・
２
９
５
７

（
　
時
以
降
）、取
り
に
来
ら
れ

２０
る
方
（
鐘
・
上
・
醤
）

白
吉
緯
７
１
２
９
・
５
２
６
２

取
り
に
来
ら
れ
る
方

戸
邊
真
理
緯
７
１
２
３
・
２
５

７
４

福
田
緯
７
１
２
５
・
１
６
２
５

滝
沢
緯
７
１
３
８
・
３
９
３
０

（
夕
方
以
降
）

田
辺
あ
け
み
緯
　
・
５
０
５
５

０８０

・
０
７
９
９

品
　
物
　
名

ワ
ー
プ
ロ

　
～
　
イ
ン
チ
自
転
車

２２

２４

　
～
　
イ
ン
チ
自
転
車

１８

２０

子
供
用
三
輪
車

　
イ
ン
チ
自
転
車

１６グ
ロ
ー
ブ
・
ミ
ッ
ト

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
服

パ
ジ
ャ
マ

剣
道
用
道
具
・
防
具

一
式

希
望
金
額

５
千
円
位

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

無
料

無
料

無
料

備
　
　
　
　
考

東
芝
製
・
ル
ポ
Ｊ
Ｗ
　
Ｐ
０５

Ｖ
・
Ｒ
Ｕ
Ｐ
Ｏ

男
子
用

男
子
用

男
子
用

野
球
用
・
大
人
用

春
夏
用
・
Ｍ
サ
イ
ズ

Ｍ
サ
イ
ズ

小
学
校
低
学
年
用
と
中

学
年
用

連
　
　
絡
　
　
先

中
嶋
良
之
緯
７
１
２
２
・
1
7
４
０

（
　
時
～
　
時
）

１８

２０

取
り
に
伺
い
ま
す

澤
田
緯
７
１
９
８
・
２
１
７
０
　

（
　
時
以
降
）

１４
戸
邊
真
理
緯
７
１
２
３
・
２
５
７
４

取
り
に
伺
い
ま
す

渡
辺
緯
　
・
９
３
２
６
・
８
２
５
８

０９０

取
り
に
伺
い
ま
す

服
部
緯
　
・
１
８
８
２
・
４
３
０
９

０９０

森
緯
　
・
９
１
０
６
・
０
６
２
４

０９０

取
り
に
伺
い
ま
す



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

メ
タ
ボ
対
策
に

　
　
　
保
健
師
な
ど
が
ア
ド
バ
イ
ス
も

　
　
　
　
　
　
　
　
～
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
実
施
計
画
を
策
定
～

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

第
３
・
４
鞘
９
時
～
正
午
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
北
広
場
で
。
毎
回
ご
と
に
　
円
。
別

200

途
、
入
会
金
千
円
。
滝
本
☎
７
１
２
３

 
３
９
７
５

◆
の
だ
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
　
毎
週
上
９
時
～
　
時
総
合
公
園
庭

11

球
場
な
ど
で
。
小
学
生
。
月
会
費
２
千

円
。
別
途
、
保
険
料
年
間
　
円
。
小
林

500

☎
７
１
２
４
 
９
３
０
４

◆
混
声
合
唱
団「
川
」　
毎
月
第
１
・
３

上
　
時
　
分
～
　
時
北
部
公
民
館
で
。

18

30

21

月
会
費
２
千
円
。
清
水
☎
７
１
２
２
 

３
９
５
１

◆
シ
ャ
ポ
ー
サ
ー
ク
ル
（
手
作
り
帽
子

作
り
）　
毎
月
第
１
鐘
　
時
～
　
時
関

13

16

宿
南
部
公
民
館
で
。
高
原
☎
７
１
９
８

 
０
３
２
７

◆
福
田
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
毎

週
鍾
　
時
～
　
時
福
田
体
育
館
で
。
小

19

21

学
生
以
上
。
伊
藤
☎
７
１
２
５
 
２
３

３
６

◆
レ
イ
ピ
カ
ケ（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）　
毎
週

鐘
　
時
　
分
～
　
時
　
分
北
コ
ミ
ュ
ニ

13

30

15

30

テ
ィ
会
館
で
。
月
会
費
３
千
円
。 小
  滝
 

こ
 た
き

☎
　
 
３
０
２
６
 
５
７
７
７

080
◆
月
曜
同
好
会（
社
交
ダ
ン
ス
）　
毎
週

鉦
　
時
～
　
時
中
央
公
民
館
で
。
月
会

19

21

費
３
千
円（
４
回
）。
廣
井
☎
７
１
３
８

 
２
０
９
６

◆
シ
ュ
テ
ィ
ン
メ（
女
声
コ
ー
ラ
ス
）　

毎
週
上
　
時
～
正
午
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

10

会
館
で
。
月
会
費
３
千
円
。
佐
藤
☎
７

１
２
５
 
７
６
２
３

―

―

―

―

―

―

―

―

―

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名
（
活
動
内
容
）・
活
動
予

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男
女
問

わ
ず
）・
会
費
・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た

教
室
の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
は
、
市
役

所
３
階
秘
書
広
報
課
に
あ
る
所
定
の
用

紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
社
交
ダ
ン
ス「
火
曜
会
」　
毎
週
火
　13

時
～
　
時
中
央
公
民
館
で
。
月
会
費
３

16

千
円
。
別
途
、
入
会
金
千
円
。
岩
見
☎

　
 
１
４
８
６
 
７
５
５
８

050◆
寿（
野
球
）　
毎
週
醤
９
時
～
正
午
江

戸
川
河
川
敷
運
動
広
場
で
。　
歳
以
上

50

の
方
。
年
会
費
５
千
円
。 二
  瓶
 ☎
７
１

に
 へ
い

２
２
 
９
７
５
６

◆
リ
バ
ー
ズ
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
　
毎

月
第
２
・
４
醤
　
時
～
　
時
北
部
公
民

13

16

館
で
。
月
会
費
　
円
。
竹
山
☎
７
１
２

500

２
 
３
８
２
２

◆
遊
a
n
d
愛
ダ
ン
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
　

毎
週
上
　
時
～
　
時
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

16

18

ィ
会
館
で
。
５
歳
以
上
の
ジ
ュ
ニ
ア
と

初
心
者
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
受
験
希
望

者
。
月
会
費
２
千
円
。
倉
持
☎
　
 
３

090

４
２
６
 
７
４
８
４

◆
木
曜
会
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）　
毎
週
障
９

時
～
正
午
、
第
１
・
２
鞘
　
時
～
　
時
、

13

16

―

―

―

―

―

―

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

　アルミ缶の識別や分別回収、リサイク
ルを推進するために、アルミニウム製の
缶に付けられる識別マークです。
　このマークが付いている缶は、市の資
源回収に出すことができ、回収後、アル
ミ材として再生されます。

アルミ缶

識別マーク

暮らしの中の表示⑩
　
平
成
　
年
４
月
か
ら
、
老
人
保
健
法

20

の
改
正
に
伴
い
、「
基
本
健
康
診
査
」
が

廃
止
さ
れ
、　
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

40

新
た
に
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
特
定
健
康
診
査
」
は
、
各
医
療
保

険
者
が
実
施
し
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
※
）に
着
目

し
た
検
査
を
行
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
健
康
診
査
を
受
診
し
た
後
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
状
態

に
あ
る
方
や
、
予
備
群
と
判
定
さ
れ
た

方
に
対
し
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な

ど
が
生
活
習
慣
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

「
特
定
保
健
指
導
」
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
　
歳
以
上
の
方
と
、
後
期
高
齢

40

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方
を
対
象

に
実
施
し
ま
す
。

　
健
康
診
査
の
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た

ら
、
対
象
者
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
今
ま
で
の
よ
う
な
事
前
申
し
込

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
定
健
診
は
、
基
本
健
診
と
同
じ
く

各
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
た
だ
く
個

別
健
診
方
式
で
、
実
施
期
間
は
７
月
か

ら
　
月
ま
で
の
４
か
月
間
を
予
定
し
て

10
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
保
健
指
導
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
と
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
以
外
の
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
各
医
療
保
険
者
が
実
施
し

ま
す
の
で
、
お
勤
め
の
会
社
や
事
業
所

な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
計
画
に
受
診
・
指
導
の
　

目
標
値
を
設
定

　
市
で
は
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
の
実
施
に
伴
い
、
地
域
特
性
や

健
康
課
題
を
踏
ま
え
、
生
活
習
慣
病
有

病
者
と
予
備
群
の
減
少
を
目
指
す
「
野

田
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
の
期
間
は
、
平
成
　
年
度
か
ら

20

　
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、
期
間
中
の

24各
年
度
で
、
健
診
の
受
診
率
と
保
健
指

導
の
実
施
率
を
そ
れ
ぞ
れ
平
成
　
年
度

20

の
　
パ
ー
セ
ン
ト
、　
パ
ー
セ
ン
ト
か

37

20

ら
　
年
度
に
は
　
パ
ー
セ
ン
ト
、　
パ

24

65

45

ー
セ
ン
ト
ま
で
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

目
標
値
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、「
野
田
市
国
民
健
康
保
険
特
定

健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
は
、
市
役
所

・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

内
臓
の
周
り
に
脂
肪
が
蓄
積
し
て
い
る

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
、
高
血
糖
や

高
血
圧
、
脂
質
異
常
（
高
脂
血
な
ど
）

の
危
険
因
子
を
複
数
あ
わ
せ
も
ち
、
生

活
習
慣
病
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
確
率
が

高
い
状
態
の
こ
と
で
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５
 
１
１
８
８
、関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
９
８
 
５
０
１
１
、国
保
年
金
課

―

―



２６７
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時
怯休日急患歯科診療…９時～正午

　
月
経
異
常
の
原
因
に
は
、
子
宮
そ
の
も
の
に
筋
腫

や
ポ
リ
ー
プ
な
ど
の
病
変
が
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
異
常
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
同
時
に
無
排
卵
に
な
り
ま
す
の
で
、
性

成
熟
期
で
あ
れ
ば
、不
妊
に
至
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
月
経
異
常
、
と
く
に
週
期
異
常
の
場
合
は
、
ま
ず

基
礎
体
温
を
計
り
、
グ
ラ
フ
に
記
録
し
て
お
く
と
非

常
に
参
考
に
な
り
ま
す
。
体
温
の
状
況
か
ら
、
ホ
ル

モ
ン
作
用
の
お
お
ま
か
な
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で
、

受
診
す
る
前
に
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
性
成
熟
期
の
女
性
に
と
っ
て
、
正
常
な
月
経
状
態

に
あ
れ
ば
、
健
康
状
況
が
良
好
で
あ
る
と
い
っ
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
・
E
）

月
経
異
常

　
正
常
な
月
経
周
期
は
、　
日
か
ら
　
日
、
変
動
が

25

38

あ
っ
て
も
６
日
以
内
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
範

囲
か
ら
外
れ
て
周
期
が
短
く
な
っ
た
り（
頻
発
月
経
）、

長
く
な
っ
た
り（
稀
発
月
経
）す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た

場
合
や
、
月
経
時
の
出
血
が
極
端
に
多
か
っ
た
り
少

な
過
ぎ
た
り
し
た
場
合
は
、
異
常
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
月
経
時
に
強
い
下
腹
痛
や
 嘔
  吐
 と
い
っ
た

お
う
 と

消
化
器
症
状
な
ど
の
自
覚
障
害
が
伴
え
ば
異
常
で
す
。

　
さ
ら
に
、　
歳
く
ら
い
に
な
っ
て
も
月
経
を
み
な

18

か
っ
た
り
、
閉
経
が
　
歳
を
過
ぎ
た
よ
う
な
場
合
も

55

異
常
範
囲
に
入
り
ま
す
。

【
対
象
】
中
学
１
年
生
相
当
の
方
＝
平
成
７
年
４
月

２
日
～
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、高
校
３
年
生
相
当
の
 

方
＝
平
成
２
年
４
月
２
日
～
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
市

内
の
指
定
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
（
麻
し

ん
・
風
し
ん
と
も
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
や
予

防
接
種
を
２
回
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

ス
マ
ー
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

　
２
キ
ロ
～
６
キ
ロ
の
減
量
と
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
を
目
的
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
栄
養
指
導
や
運
動

な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
　
日
～
８
月
　
日
の
金
９
時
　
分
～

23

29

30

　
時
　
分（
全
　
回
）

11

30

12

【
対
象
者
】
体
格
指
数
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
体
重
㎏÷

 身
長
ｍ÷

 

身
長
ｍ
）が
　
以
上
あ
り
、や
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る

25

　
歳
～
　
歳
の
市
民
で
、初
め
て
参
加
す
る
方

40

64

　
過
去
３
年
間
に
子
宮
が
ん
検
診（
個
別
）を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
方
に
、
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
表
の
医
療
機
関
に

連
絡
し
、
必
ず
受
診
券
を
持
参
し
て
検
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
費
用
や
注
意
事
項
な
ど
、
詳
し

く
は
、
受
診
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】４
月
　
日
障
～
８
月
　
日
醤（
休
診
日

10

31

を
除
く
）

※
最
終
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、早
め
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
追
加
予
　
　
防 
接
種

　
平
成
　
年
度
～
　
年
度
の
５
年
間
、
各
年
度
に
、

20

２４

中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方
と
、
高
校
３
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方
を
対
象
に
、
麻
し
ん
（
は

し
か
）・
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
追
加
予
防
接
種
は
、
過
去
に
麻
し
ん
・
風

し
ん
予
防
接
種
を
１
回
し
か
受
け
る
機
会
の
な
か
っ

た
年
代
を
対
象
に
、補
足
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

４
月
か
　

　
ら 
個
別
子
宮
が
ん
検
診
開
始

■個別子宮がん検診実施医療機関

※
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
の
許
可
が
必
要
で
す
。

【
定
員
・
費
用
】
先
着
　
人
（
全
回
参
加
で
き
る
方

30

を
優
先
）・
無
料

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
４
月
　
日
月
か
ら
電
話
か
直

21

接
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８
へ

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

　
高
齢
者
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
介
護
予
防
の
理
論
や
知
識
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
心
構
え
な
ど
を
学
習
す
る
、「
介
護
予
防
サ
ポ

ー
タ
ー
研
修
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
　
日
、　
日
、
６
月
　
日
、　
日
、

14

28

11

25

７
月
９
日
、　
日
、
そ
の
他
実
習
２
回
あ
り
。
い
ず

23

れ
も
水
　
時
　
分
～
　
時
　
分

13

30

15

30

【
定
員
・
費
用
】
先
着
　
人
（
全
回
参
加
で
き
る
方

40

を
優
先
）・
無
料

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
４
月
　
日
月
か
ら
電
話
か
直

21

接
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８
へ

――

医
療
機
関

遠
藤
産
婦
人
科
医
院

川
間
太
田
産
婦
人
科
医
院

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院

小
張
総
合
病
院

小
張
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク

杉
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク

所
　
在

柳
沢
　２０

岩
名
二
丁
目

７
 
１
―

宮
崎
　１００

横
内
　
 
１

２９
―

横
内
　
 
１

２０
―

宮
崎
　
 
　

５６

２３
―

電
話
番
号

☎
７
１
２
４
・

７
８
６
０

☎
７
１
２
７
・

１
１
３
５

☎
７
１
２
３
・

５
９
１
１

☎
７
１
２
４
・

６
６
６
６

☎
７
１
２
６
・

１
１
６
６

☎
７
１
２
５
・

１
０
７
０



中毒
１１０番

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

◎休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認を

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※1 療育相談は整形外科的心配のある
１８歳未満の方が対象です。
※2 エイズ検査は、クラミジア、梅
毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎の検査も同時
に検査できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談胃がん検診歯　　　科乳幼児健診

両 親 学 級予防接種

５
月 受付：９時３０分

　　　～１１時３０分
会場：下記会場

受付：８時～
　　　　　９時３０分
会場：下記会場

受付：１０時～１１時
　　　１３時～１４時
会場：下記会場

（健診は個人通知）
三歳児健康診査は、３
歳６か月で通知
両親学級の申し込みは
電話で
会場 : 下記会場

受付：ＢＣＧ予防接種
のみ＝１３時１５分～１３時
４５分／ポリオ＝１３時１５
分～１４時１５分
会場：下記会場
麻しん風しん混合、三種
混合、日本脳炎は各医
療機関で実施中

精神障害回復者グループ小枝の会１０時～正午（予約制）七光台会館保健センター木１
保健センター金２

◯外 ＝しばやま整形外科（緯７１２０－５３５５）／◯内 ＝豊泉医院（緯７１２９－３８１３）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）土３
◯外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／◯内 ＝石井医院（緯７１２２－２４３４）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）日４
◯外 ＝野田中央病院（緯７１２２－６１６１）／◯内 ＝鈴木医院（緯７１２４－５６８３）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）月５
◯外 ＝東葛クリニック野田（緯７１２４－３１０１）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）火６

エイズ検査９時～１０時、１７時３０分～１９時
３０分（予約制・匿名・無料）※2保健センター２歳３か月児歯科相談

（関宿保健センター）水７

保健センター保健センター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）木８

保健センター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）金９

土１０
◯外 ＝須藤整形外科（緯７１２２－１２２１）／◯内 ＝花井クリニック（緯７１２３－３９００）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）日１１

北コミュニティセンター両親学級Ⅰ①（保健
センター）月１２

女性のための健康相談１３時１５分～１６時（予約制）関宿保健センター北コミュニティセンター１歳６か月児健康診査
（保健センター）火１３

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）関宿保健センター３か月児健康診査・BCG予防接種（６か
月未満）（保健センター）水１４

精神障害回復者グループ小枝の会１０時～正午（予約制）
発達相談１４時～１６時１５分（予約制）谷吉会館関宿保健センター木１５

福田公民館三歳児健康診査
（関宿保健センター）

ポリオ（保健センタ
ー）金１６

土１７
◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝たんぽぽこどもクリニック（緯７１２６－８１１８）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）日１８

南コミュニティセンター両親学級Ⅰ②
（保健センター）

ポリオ（保健センタ
ー）月１９

南コミュニティセンター三歳児健康診査
（保健センター）火２０

エイズ検査９時～１０時（予約制・匿名・無料）※2
精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）北コミュニティセンター三歳児健康診査

（保健センター）水２１
療育相談１３時～１３時１５分※1
低体重児健康相談１３時～１３時３０分島会館北コミュニティセンター２歳３か月児歯科相談

（保健センター）
１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）木２２

保健センター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）金２３

土２４
◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５－２０１１）／◯内 ＝スズキ皮フ科内科クリニック（緯７１２６－２２８５）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）日２５

保健センター両親学級Ⅰ③（保健
センター）月２６

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）保健センター１歳６か月児健康診査
（保健センター）火２７

関宿北部公民館３か月児健康診査・BCG予防接種（６か
月未満）（保健センター）水２８

保健センター３か月児健康診査・BCG予防接種（６か
月未満）（関宿保健センター）木２９

保健センターポリオ（関宿保健セ
ンター）金３０

土３１

煙（財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒などで
起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒１１０番（３６５
日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５日９時～２１
時）＝☎０２９（８５２）９９９９
煙日高病院中毒情報センター（９時～１９時）＝☎０２７（３６２）６２０１
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